
取組みと目標の評価結果（平成３０年度）  

 取組み 目標 実績 評

価 

課題と今後の対応 

1 地域密着型サー

ビス事業所の運

営状況を把握し、

策定委員会等で

必要事項を検討

する。 

運営状況を分析し、

策定委員会で現状

報告を行うととも

に今後の運営方針

を検討する。 

事業計画策定委員

会において、運営

状況報告、検討を

行った。 

○ 

 

地域密着型サービスの提供体制

の整備は計画通り実施してお

り、今後委員会で供給量等につ

いて現状分析を行う方針であ

る。 

2 事業所の適正な

運営のための実

地指導の実施。 

居宅介護支援事業

所 34、地域密着型サ

ービス事業所 40 に

ついて、指定期間

（６年間）のうちに

１度以上実地指導

を行う。 

実地指導を居宅介

護事業所 7 事業

所、定期巡回・随時

対応型訪問介護看

護事業所 1 事業所

に実施。 

△ 

 

実地指導担当者の人事異動によ

り事務の継承に支障が生じ、折

からの人員不足と相まって十分

に実施できなかった。効率的な

実地指導方法の検討が課題とな

っている。 

3 高齢者が自発的

な介護予防の取

組ができるよう

に小学校区ごと

にサロン活動を

推進する。 

サロン参加者数 

600 人の達成 

サロン参加者数

621 人 

◎ 

 

サロン開催には場所と人材が必

要であるがここ数年は開催場所

の増加がない。担い手の高年齢

化等で廃止するサロンが増えて

いる。自治会活動に組み込むな

どの継続性を持たせる工夫が必

要である。またサロンの開催目

的や地域づくりの重要性を周知

していく必要がある。 

4 高齢者が自ら介

護予防に取り組

むことができる

ように体操教室

を開催し、運動機

能向上を図る。 

自主的な運動教室

の参加者数 700 人、

いきいき百歳体操

の開催場所数 12 箇

所、いきいき百歳体

操交流会の定期開

催 1回の実施 

いきいき元気教

室：422 人、いきい

き百歳体操：571

人、いきいき百歳

体操開催 26 か所、

いきいき百歳体操

交流会 1 回の開催

を実現 

◎ 

 

住民主体の運動教室やいきいき

百歳体操の開催については参加

者数や開催場所の問題がある。

運動の効果や地域づくりについ

ての周知が必要である。 

5 地域の介護予防

を推進するため、

介護予防ボラン

ティアの育成を

図る。 

サロン参加ボラン

ティア数 150 人 

サロン参加ボラン

ティア数 170 人 

◎ 

 

サロンボランティアが高齢化し

ており、担い手不足を感じてい

る。人材の発掘・養成が必要であ

る。 

6 介護予防講演会

等を開催し、介

護予防の周知を

図る。 

介護予防講演会等

参加者数 4,100 人 

介護予防講演会等

参加者数：3,694人 

◎ 

 

地域ごとのより近い公民館など

で介護予防教室を開催すること

で参加者の増加につなげる。ま

た周知不足があるので関係機関

と連携強化し、周知の拡大を図

る。 



7 要介護認定を適

正に行う為、認定

調査票の点検、認

定調査員研修等

を行う。 

・市職員による新

規申請分認定調査

100％実施。    

・認定調査認定調

査票の事後点検

100％実施。 

・年 1～2回程度認

定調査員研修を行

い調査の適正化と

調査員のスキルア

ップを図る。 

・市職員による新

規申請分認定調査

を 100％実施。  

・認定調査票の事

後点検 100％実

施。 

・認定調査員新任

研修を 1 回実施し

調査員のスキルア

ップを図った。 

◎ 

 

認定調査及び認定調査の事後点

検の出来る市職員が不足してお

り、育成が急務である。また、研

修等で委託先の認定調査員のス

キルアップも図り、より適正な

介護認定につなげたい。 

8 住宅改修の事前

点検の拡充を図

る。 

住宅改修事前点検

時、高額な工事（15

万円以上）について

専門職（建築士）に

点検を依頼し適正

化を図る。 

住宅改修事前点検

で建築士による書

類点検（15 万円以

上分）を 82 件分実

施。 

◎ 

 

適正な工事費用等の参考にな

り、指導に活かしていきたい。 

9 適切なサービス

提供への利用者

と事業者への意

識啓発を行う。 

・ケアプラン点検

を 200 件実施。  

・研修への参加に

より、職員のスキ

ルアップを図る。 

・給付費通知の発

送。年 3 回実施。 

・ケアプラン点検

225 件実施。  

・ケアプラン点検

研修に延べ４名職

員が参加しスキル

アップを図った。                    

・給付費通知３回

送付を実施。 

◎ 

 

職員のスキルアップを図りつ

つ、実地指導の機会も活用して

実施していきたい。 

10 過誤、重複請求を

なくすため縦覧

点検・医療情報と

の突合を行う。 

縦覧点検・医療情

報との突合 100％実

施 

縦覧点検・医療情

報との突合 100％

実施 

（国保連合会への

委託による） 

◎ 

 

今後も国保連合会への委託によ

り適正化を図っていく。 

この資料は、介護保険法第１１７条第８項の規定に基づく大和郡山市老人福祉計画及び第７期介護保険事業

計画の実績に関する評価結果の公表のためのものです。 


